
オナガアゲハの観察
（オナガアゲハとナミアゲハの成長の違い） 東京都立大塚ろう学校　永福分教室

5年　石川紬

1．調べようと思った理由

私は虫に興味があり、毎年ナミアゲハの観察をしています。今年はオナガアゲハの卵を見つけたので、育てて観察をしたいと思いました。

オナガアゲハの育ち方で気付いたことや、ナミアゲハの成長のはやさと比べてどう違いがあるのか調べたいと思いました。

2.予想
図鑑で調べたら、ナミアゲハよりオナガアゲハの方が、終齢幼虫の大きさが小さかったので、オナガアゲハの方が成長が早いのではないかと思う。

3.調べる方法
・オナガアゲハの卵から成虫になるまでを、毎日観察カードに記入し、大きさや脱皮の回数、羽化の様子などを記録する。

　　(記録内容：日付、天気、気温、観察時間、体長、フンの大きさ、気付いたこと）

・ナミアゲハの成長と比べて、違いを調べる。

・幼虫はベランダのキンカンの木にいたので、終齢幼虫までは外で育てて、

　終齢幼虫になったら虫かごに入れて観察した。

・オナガアゲハの卵は2個あったので、それぞれを①②とする。

必要なもの

・アゲハのたまご　・虫かご　・キンカンの木（エサ）

・定規　・虫メガネ

4．結果

オナガアゲハ②の観察カード

うまれたて 脱皮（1回目）

終齢幼虫

脱皮（3回目）脱皮(2回目）

蛹化 羽化

ベランダのキンカンの木

ナミアゲハ（１３日目）

猫の耳みたいな形で、真ん中に出っ張りがある。

オナガアゲハ②（２２日目）

無事に蛹化できた。うさぎみたいな形のさ

なぎになった。

色はナミアゲハよりも濃い緑色になった。

オナガアゲハ①（22日目）

蛹化の途中で、幼虫の皮が

糸にひっかかってしまった。

半分くらいまで皮を脱いだ

ら、動かなくなってしまっ

た。

オナガアゲハ①②（１５日目）４０ｍｍ

背中の模様が白に茶色が混ざっている。

ナミアゲハ（９日目）３２ｍｍ

背中に白い線がある。オレンジの点々もある。

ナミアゲハ（２１日目）

朝8時頃、羽化していた

羽の内側の方が模様がきいろ

かった。

オナガアゲハ②（３４日目）

朝７時頃、羽化していた。

羽を広げたりとじたりしていた。

オナガアゲハ①

のおしり

パンダの顔みたいな模様

オナガアゲハ②

のおしり

ネコの顔みたいな模様

ナミアゲハ（１日目）３ｍｍ

全身が黒い。毛がたくさん生えている。

オナガアゲハ①（１日目）３ｍｍ

体が茶と黄色で、とげとげがたくさん

あった。おしりにY字みたいに黄色いと

げが出ていた。

ナミアゲハ（3日目）５ｍｍ

背中の真ん中に白い線がある。

全身がとげとげしている。

オナガアゲハ①（4日目）９ｍｍ

顔が黒くてツルツルしている。首の

周りにふさふさの黄色いトゲがある。

ナミアゲハ（５日目）１２ｍｍ

全身がボツボツしている。おしりがオ

レンジっぽくなった。

オナガアゲハ①（7日目）１５ｍｍ

顔が黄色くなった。脱いだ皮をたべて

いた。脱いだ顔を顕微鏡で見てみたら

ハエの顔みたいだった。

ナミアゲハ（7日目）２１ｍｍ

おしりが白くなった。背中にｖのよう

な白い模様がある。

体の色が少し緑っぽくなった。

オナガアゲハ①（１０日目）２０ｍｍ

顔も背中の白い模様も少しオレンジっぽ

く見えた。頭の方に二本のトゲがはえて

いる。顔はハエみたいだった。




